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平成20年６月号の主な内容
●本宮左岸治水対策とまちづくりについて
●平成19年度下半期財政公表
●平成20年度行政区長・連絡員を紹介
●春の叙勲・県知事表彰の受賞者を紹介

苗くださぁーい！苗くださぁーい！
　５月12日に今は珍しくなった「がじ」引きをして
いる人を見かけたので訪ねてみると、本宮小学校の田
植えの準備とのこと。場所は、高木字向田。加藤壽男
さんの田んぼを借りて、５年生の稲作体験学習でし
た。子ども達は裸足で泥の感触にとまどいながらも、
加藤さんの指導のもともち米のポット苗を上手に植え
ていました。
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阿
武
隈
川
築
堤
に
向
け
た
準
備
を

進
め
て
い
ま
す「

阿
武
隈
川
本
宮
左
岸
地
区
治
水

対
策
と
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く

り
へ
の
提
言
」が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
宮
市
を
流
れ
る
阿
武
隈
川
の

本
宮
左
岸
地
区
は
中
心
市
街
地
に

位
置
し
て
お
り
、
洪
水
氾
濫
に
よ

る
被
害
の
大
き
さ
が
極
め
て
高
い

地
区
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
宮
左
岸
地
区
は
、
阿
武
隈
川

と
市
街
地
や
街
路
が
隣
接
す
る
地

形
条
件
か
ら
市
街
地
へ
の
影
響
が

大
き
い
た
め
、
治
水
対
策
の
実
施

に
あ
た
っ
て
は
、
河
川
事
業
の
み

な
ら
ず
、
阿
武
隈
川
に
接
す
る
住

宅
・
商
業
地
さ
ら
に
街
路
等
を
含

め
た
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
計

画
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
と
一

体
と
な
っ
た
治
水
対
策
の
計
画
検

討
を
目
的
に
、
地
域
住
民
の
代

表
、
学
識
経
験
者
、
本
宮
市
、
福

島
県
、
国
土
交
通
省
に
よ
り
構
成

さ
れ
た
「
阿
武
隈
川
本
宮
左
岸
地

区
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」
に
お
い

て
、
昨
年
10
月
か
ら
３
回
に
わ
た

る
議
論
・
検
討
が
な
さ
れ
、
ま
た
、

「
意
見
を
聴
く
会
」
に
お
い
て
流

域
に
お
住
ま
い
の
方
々
か
ら
い
た

だ
い
た
ご
意
見
・
ご
要
望
を
踏
ま

え
た
検
討
を
行
い
、
３
月
27
日
開

催
さ
れ
た
第
４
回
の
懇
談
会
に
お

い
て
提
言
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

提
言
で
は
、「
治
水
対
策
と
一

体
と
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
各
事
業

主
体
が
連
携
・
調
整
を
図
る
と
と

も
に
、
事
業
実
施
、
維
持
管
理
な

ど
の
各
段
階
に
お
け
る
積
極
的
な

住
民
参
加
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が

望
ま
れ
る
。」
と
の
内
容
で
提
言

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
宮
左
岸
地
区
の
堤
防

整
備
は
、
百
日
川
か
ら
鳴
瀬
ま
で

の
約
２
・
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
区

間
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
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〈整備構想〉
★安全で定住できるまちづくり
★まち並・景観に配慮したまちづくり
★歴史・川・緑を活かしたまちづくり
★交流を育み賑わいのあるまちづくり

本宮左岸地区のまちづくり構想図

駅
前
広
場
整
備

本宮駅

防
災

拠
点

☆憩いのスペースの整備

水辺に
親しむ動線

水と緑が
結び合う動線

☆管理用通路の歩車道分離
　（せせらぎ通り）

☆水と緑の歩行者ネットワークの確保
　川前も散策できる散策路の整備

☆歴史的建造物の再活性化

☆昔ながらの自然と調和した護岸づくり
☆水辺へのアプローチ・散策路の連続性

☆防災拠点づくり
　防災ステーション、水防センター、
　避難所、耐震性貯水槽

☆左岸を眺望できる空間づくり

☆建築物等の容積率の緩和
☆建替えや改修に併せた街並み
　形成のためのルールづくり
☆下水道の整備推進（雨水幹線）

☆川とまちの交流の場
　としての空間づくり
☆駅前通り交流施設の建設

中心市街地の
回遊性ネットワーク

歴史・川・緑の
ネットワーク

検討区域

川前のまち並みのルール化（例）

管理用通路のせせらぎ通り（例）

子どもたちが集う親水公園づくり（例）

川と憩う（例）（ベンチ・植栽）

川前を散策できる動線の整備（例）

パラぺット美装化（例）

水辺の小学校の再整備（例）

安らぎ・開放感のある河川空間（例）
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平成19年度予算下半期の執行状況

　

本
宮
市
で
は
、「
本
宮

市
財
政
状
況
の
作
成
及

び
公
表
に
関
す
る
条
例
」

に
基
づ
き
市
の
財
政
を

公
表
し
、
財
政
に
対
す

る
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
納
め
て

い
た
だ
い
て
い
る
税
金

な
ど
の
収
入
は
ど
の
く

ら
い
入
っ
て
い
る
の
か
、

ま
た
、
そ
の
お
金
は
ど

の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い

る
の
か
、
下
半
期
（
10

月
１
日
～
３
月
31
日
）

の
財
政
状
況
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
の
で
、
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

財
政
課　

財
政
係

　
　
（
☎
内
線
２
３
０
）

本
宮
市
の

財
政

公
表

◦一般会計
　平成19年度の一般会計は、当初予算103億6,277万８千円（内繰越額３億6,277万８千円）でスタートしま
したが、上半期に１億3,478万１千円増の補正を行い、下半期に工業用地資産運用事業特別会計出資金、市債
繰上償還元金、市道大山・松沢線道路改良工事費、市道堀切・赤坂線道路改良工事費などの補正増、菅田橋負
担金、生活保護扶助費、土地鑑定委託料などの補正減を行った結果、30億5,682万円増となり、下半期の予
算の累計は135億5,437万９千円（内繰越金３億6,277万８千円）で当初比約30.8％の増となりました。

歳出

民生費
2,359,843

公債費
1,617,504

教育費
1,322,939

土木費
1,223,176

その他
186,155

総務費
1,434,514

衛生費  946,925

消防費
441,595

農林水産業費
343,243

商工費
3,406,902

歳入

〈歳　入〉
予算現額……135億5,437万９千円
収入済額……130億5,089万６千円
収 入 率……96.3％

〈歳　出〉
予算現額……135億5,437万９千円
支出済額……132億8,279万６千円
執 行 率……97.8％

【単位：千円】 【単位：千円】

市税
4,379,945

地方交付税
2,497,906

市債
3,251,300

繰入金
361,699

県支出金
452,353

地方消費税
交付金
310,708 国庫支出金

688,725
その他  572,310

繰越金  192,650

分担金及び負担金  170,174

諸収入
173,126

市債の状況（未償還元金）
【単位：千円】

基金の状況
【単位：千円】

債務負担行為の状況
（利子及び事務費含む）【単位：千円】

項　　目 金　額
総 務 債 513,076
民 生 債 30,769
衛 生 債 25,778
農林水産債 575,157
商 工 債 3,000,000
土 木 債 2,796,076
公営住宅債 157,471
消 防 債 99,540
教 育 債 2,305,901
災害復旧債 61,390
そ の 他 4,123,475

計 13,688,633

項　　　目 金　額
財 政 調 整 基 金 1,097,469
そ の 他 特 定 目 的 基 金 1,120,764

地 域 振 興 基 金 22,155
地 域 福 祉 基 金 420,526
緑 化 基 金 101,018
ふるさと水と土保全基金 20,986
道 路 愛 護 基 金 10,000
庁 舎 建 設 基 金 288,356
教 育 施 設 整 備 基 金 3,661
商 工 振 興 基 金 2,001
本宮市文化スポーツ振興基金 18,463
本 宮 小 学 校 建 設 基 金 153,381
家畜導入事業等資金供給事業 1
複 合 施 設 整 備 基 金 80,216

計 2,218,233
土 地 開 発 基 金 60,877

項　　目 金　額
道 路・ 街 路 141,239
学 校 16,996
社 会 福 祉 435,253
農 林 水 産 473,827
そ の 他 613,993

計 1,681,308

一時借入金の現在高
３億7,800千円
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◦特別会計
　特別会計の当初予算は、86億9,246万４千円（内繰越額253万６千円）でしたが、上半期に２億6,926万９千円増、下
半期に66億1,863万１千円増の予算補正を行いましたので、累計は155億8,036万４千円（内繰越額253万６千円）となり
ました。

歳　　　入	 【単位：千円、％】

歳　　　出	 【単位：千円、％】

会　　計　　名 予算現額 （内繰越分） 収入済額 （内繰越分） 収入率
国 民 健 康
保 険

事 業 勘 定 3,075,929 0 2,888,637 0 93.91
直 営 診 療 所 99,103 0 83,496 0 84.25

老 人 保 健 2,993,002 0 2,929,389 0 97.87

介 護 保 険 保 険 事 業 1,478,104 2,536 1,444,117 2,536 97.70
介護サービス事業 5,116 0 4,828 0 94.37

公 共 下 水 道 事 業 1,094,448 0 871,059 0 79.59
農 業 集 落 排 水 事 業 47,488 0 47,585 0 100.20
工 業 用 地 造 成 事 業 3,601,614 0 3,601,723 0 100.00
工 業 用 地 資 産 運 用 事 業 3,175,132 0 3,175,132 0 100.00
住 宅 団 地 造 成 事 業 10,428 0 10,432 0 100.04

合　　　　　計 15,580,364 2,536 11,881,266 2,536 76.26

会　　計　　名 予算現額 （内繰越分） 支出済額 （内繰越分） 執行率
国 民 健 康
保 険

事 業 勘 定 3,075,929 0 2,713,672 0 88.22
直 営 診 療 所 99,103 0 89,735 0 90.55

老 人 保 健 2,993,002 0 2,714,991 0 90.71

介 護 保 険 保 険 事 業 1,478,104 2,536 1,326,013 2,536 89.71
介護サービス事業 5,116 0 3,327 0 65.03

公 共 下 水 道 事 業 1,094,448 0 1,070,524 0 97.81
農 業 集 落 排 水 事 業 47,488 0 46,296 0 97.49
工 業 用 地 造 成 事 業 3,601,614 0 3,599,113 0 99.93
工 業 用 地 資 産 運 用 事 業 3,175,132 0 3,175,132 0 100.00
住 宅 団 地 造 成 事 業 10,428 0 8,189 0 78.53

合　　　　　計 15,580,364 2,536 11,571,860 2,536 74.27

市債の状況（未償還元金）	 【単位：千円】
公 共 下 水 道 事 業 5,856,550
農 業 集 落 排 水 事 業 450,141

計 6,306,691

債務負担行為の状況（利子及び事務費含む）	 【単位：千円】
工 業 用 地 造 成 事 業 8,923,596

計 8,923,596

◦水道事業会計
　平成19年度予算につきましては、当初予算のうち水道事業収益は10億1,619万２千円、水道事業費用は９億1,940万４
千円、資本的収入は２億1,690万３千円、資本的支出７億9,086万８千円でスタートしましたが、上半期に水道事業収益
は12万５千円の増、水道事業費用は519万７千円の減、資本的収入は100万円の増、資本的支出1,700万２千円の増の補
正を行い、下半期には、水道事業収益で負担金の減により当初比0.5％の減、水道事業費用で委託料の減により当初比
1.2％の減、資本的収支で工事負担金の増及び補償金免除繰上償還借換債の増により当初比282.1％の増、資本的支出で
工事請負費の減及び補償金免除繰上償還金の増により当初比67.7％の増となりました。

◎収益的収支〈取水から給水までに要する費用や水道料金収入など、営業等に係る収支〉	 【単位：円】

◎資本的収支〈企業債の借入れや水道管布設に要する経費など、資産計上に係る収支〉	 【単位：円】

◎企業債の状況（元金）	 【単位：円】

科　　　目 当初予算 補正予算額 予算現額 執行額 予算残額 執行率
水 道 事 業 収 益 1,016,192,000 △4,928,000 1,011,264,000 1,004,445,779 6,818,221 99.33％
水 道 事 業 費 用 919,404,000 △11,467,000 907,937,000 876,055,467 31,88,1533 96.49％

科　　　目 当初予算 補正予算額 予算現額 執行額 予算残額 執行率
資 本 的 収 入 216,903,000 611,859,000 828,762,000 762,961,000 65,801,000 92.06％
資 本 的 支 出 790,868,000 535,064,000 1,325,932,000 1,319,993,136 5,938,864 99.55％

資　金　名 期首残高 当年度償還額 当年度借入額 未償還残高
資 金 運 用 部 3,653,461,710 623,814,954 44,900,000 3,074,546,756
公 営 企 業 金 融 公 庫 858,310,066 319,281,662 42,700,000 581,728,404
市 中 銀 行 0 0 666,300,000 666,300,000

計 4,511,771,776 943,096,616 753,900,000 4,322,575,160
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平成20年度　本宮市の行政区長・行政連絡員の方を紹介します
～
お
世
話
に
な
り
ま
す
～

　

４
月
23
日
に
サ
ン
ラ
イ
ズ
も

と
み
や
に
お
い
て
、
行
政
区
長

会
議
が
開
催
さ
れ
、
行
政
区
長

へ
の
委
嘱
状
交
付
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
市
か
ら
は
財
政
状
況
、

重
点
事
業
な
ど
の
説
明
を
行
い

ま
し
た
。

　

行
政
区
長
、
連
絡
員
の
皆
さ

ん
は
、
市
と
市
民
の
皆
さ
ん
と

の
パ
イ
プ
役
と
し
て
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
す
。
皆
さ
ん
に
は
、

市
か
ら
の
回
覧
や
配
布
物
を
届

け
て
い
た
だ
く
こ
と
や
、
各
種

募
金
、
各
種
委
員
の
推
薦
な
ど

を
お
願
い
し
、
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
役
と
な
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
行
政
区
長
・
行
政

連
絡
員
の
み
な
さ
ん
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

地区名 行政区名 役　職 氏　　名

本 宮

１ 区

区 長 高　橋　正　司
連 絡 員 橋　本　喜　里
連 絡 員 福　本　政　彦
連 絡 員 高　橋　正　彰
連 絡 員 坂　下　行　雄
連 絡 員 増　子　広　喜

２ 区

区 長 村　山　喜久次
連 絡 員 国　分　英　明
連 絡 員 木　津　正　博
連 絡 員 橋　本　秀　男

３ 区

区 長 袖　山　右　一
連 絡 員 渡　辺　初　子
連 絡 員 大　内　琢　弥
連 絡 員 安　藤　正　光

４ 区

区 長 畠　山　晴　男
連 絡 員 小　島　健　男
連 絡 員 坂　田　龍　治
連 絡 員 小　沼　貞　彦
連 絡 員 二階堂　　　茂

５ 区

区 長 笠　原　宏　男
連 絡 員 菊　田　広　道
連 絡 員 小　松　俊　夫
連 絡 員 大　野　一　彦
連 絡 員 佐　藤　行　政
連 絡 員 安　斎　ク　ニ

６ 区 荒 町
区 長 鈴　木　　　知
連 絡 員 小　山　　　宏

６ 区 愛 宕
区 長 渡　辺　正　夫
連 絡 員 伊　藤　功　一
連 絡 員 堀　川　　　明

６ 区 舘 町 区 長 兼　谷　晴　久

７ 区
区 長 伊　藤　順　皓
連 絡 員 鈴　木　茂　宏
連 絡 員 菅　野　　　充

８ 区

区 長 松　本　　　勇
連 絡 員 高　橋　義　一
連 絡 員 橋　本　貞　夫
連 絡 員 菅　野　正　夫
連 絡 員 伊　藤　正　良

９ 区

区 長 宇　山　利　夫
連 絡 員 佐　藤　信　行
連 絡 員 伊　藤　啓　二
連 絡 員 斎　藤　　　満

９ 区 東
区 長 川　越　一　郎
連 絡 員 浦　井　　　孝
連 絡 員 三本菅　チヨノ

10　　 区 区 長 円　谷　長　作

地区名 行政区名 役　職 氏　　名

本 宮

10　　 区

連 絡 員 橋　本　英　二
連 絡 員 渡　辺　佐太徳
連 絡 員 菅　野　　　栄
連 絡 員 武　藤　和　典
連 絡 員 佐　藤　俊　一
連 絡 員 庄　司　徳　広

11　　 区

区 長 吉　沢　克　也
連 絡 員 佐　藤　昭　市
連 絡 員 根　本　広　一
連 絡 員 橋　本　トモイ
連 絡 員 大　内　喜　衛
連 絡 員 増　子　寿　和
連 絡 員 山　崎　照　雄

12　　 区

区 長 斎　藤　圭　一
連 絡 員 橋　本　専　一
連 絡 員 浅　井　功　夫
連 絡 員 国　分　孝　夫

13　　 区

区 長 遠　藤　武　男
連 絡 員 山　内　勝　利
連 絡 員 大　野　善　光
連 絡 員 安　部　松　一

14　　 区

区 長 国　分　孝　吉
連 絡 員 長　尾　忠　嗣
連 絡 員 朝　倉　大　成
連 絡 員 伊　藤　宏　志

青 田

舘 区 長 渡　辺　鹿　人
高 日 向 区 長 遠　藤　和　徳
日 記 沢 区 長 遠　藤　浩　樹
小 池 区 長 堀　井　義　浩

花 掛
区 長 伊　藤　正　司
連 絡 員 伊　藤　昭五郎

戸 ノ 内 区 長 本　間　利　勝
三 ツ 池 区 長 遠　藤　与志衛
開 墾 区 長 大　内　英　男
殕 森 区 長 橋　本　朝　美
孫 市 区 長 下　妻　芳　也
瀬戸川団地 区 長 黒　江　ト　キ

荒 井

下 舘 区 長 矢　吹　泰　浩
西 町 区 長 遠　藤　文　芳
三本松第一 区 長 佐　藤　佐次郎
三本松第二 区 長 佐　藤　定　弘
大 久 保 区 長 遠　藤　壮　市
青 田 原 区 長 清　田　英　夫
五百川第一 区 長 本　泉　　　健

まゆみケ丘
区 長 平　栗　正　彦
連 絡 員 渡　辺　　　伸

沢 田 区 長 橋　本　先　生

佐藤市長から行政区長を代表して委嘱状の
交付を受ける和田１区の川名さん
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地区名 行政区名 役　職 氏　　名

荒 井

新 介 区 長 菊　地　俊　彦

五百川第二
区 長 佐　藤　健　一
連 絡 員 橋　本　敏　男
連 絡 員 栄　　　充　人

瀬戸川団地
区 長 池　上　和　雄
連 絡 員 栗　原　百合子

仁 井 田

１ 区 区 長 武　田　与士夫
２ 区 区 長 橋　本　宏　美
３ 区 区 長 遠　藤　　　洽
４ 区 区 長 渡　辺　俊　治
５ 区 区 長 渡　辺　　　尚

６ 区
区 長 鈴　木　　　広
連 絡 員 佐　藤　恵　一

７ 区
区 長 小　林　源　司
連 絡 員 松　山　捷　成
連 絡 員 野　内　洋　子

８ 区 区 長 佐　藤　二　男
９ 区 区 長 鈴　木　一　郎
10　　 区 区 長 鈴　木　　　浩
11　　 区 区 長 国　分　貴　之

高 木

第 １ 区 長 高　橋　　　勇
第 ２ 区 長 渡　辺　一　男
第 ３ 区 長 根　本　藤　美
第 ４ 区 長 伊　藤　　　洋
第 ５ 区 長 根　本　義　一
第 ６ 区 長 織　井　洋　次

もとみや台

区 長 山　田　吉　美
連 絡 員 丹　野　清　美
連 絡 員 諏　訪　光　徳
連 絡 員 岸　波　洋　治

岩 根

下 町 区 長 渡　辺　新　作
中 町 区 長 伊　藤　英　倫
上 町 区 長 根　本　庄　司
羽 瀬 石 区 長 遠　藤　邦　彦
下樋・梅原 区 長 山　崎　敏　雄
表 矢 沢 区 長 橋　本　信　浩
入 矢 沢 区 長 渡　辺　兵　治
池 ノ 入 区 長 渡　辺　満　幸

みずきが丘

区 長 遠　藤　次　男
連 絡 員 渡　辺　寛　史
連 絡 員 塩　田　茂　樹
連 絡 員 瀧　沢　正　幸
連 絡 員 沢　崎　幸　史
連 絡 員 深　松　康　治

関 下
下 関 下 区 長 阿　部　忠　一
上 関 下 区 長 河　野　　　平
神 座 区 長 河　野　重　徳

地区名 行政区名 役　職 氏　　名

和 田

１ 区 区 長 川　名　啓　助
２ 区 区 長 根　本　一　弘
３ 区 区 長 原　田　正　則
４ 区 区 長 石　橋　義　典
５ 区 区 長 遠　藤　安　広
６ 区 区 長 鈴　木　正　和
７ 区 区 長 菅　野　俊　夫
８ 区 区 長 鈴　木　和　徳
９ 区 区 長 菊　地　常　男
10　　 区 区 長 三　瓶　春　夫
11　　 区 区 長 高　橋　和　夫
13　　 区 区 長 佐　藤　広　輝

糠 沢

１ 区 区 長 鈴　木　富　弥
２ 区 区 長 古　宮　重　郎
３ 区 区 長 佐々木　一　夫
４ 区 区 長 伊　藤　　　陽
５ 区 区 長 武　田　勝　正
６ 区 区 長 鈴　木　一　己
７ 区 区 長 伊　藤　　　正
８ 区 区 長 古　宮　守　雄
９ 区 区 長 吉　井　奉　光

白 岩

１ 区 区 長 渡　辺　平　二
２ 区 区 長 渡　辺　武　雄
３ 区 区 長 渡　辺　好　久
４ 区 区 長 加　藤　邦　明
５ 区 区 長 石　橋　治　三
６ 区 区 長 国　分　　　進
７ 区 区 長 国　分　浩　勝
８ 区 区 長 三　瓶　慶　子
９ 区 区 長 井　上　　　明
10　　 区 区 長 酒　井　　　清

長 屋

１ 区 区 長 渡　辺　成　二
２ 区 区 長 菅　野　常　光
３ 区 区 長 菅　野　忠　男
４ 区 区 長 渡　辺　才　治
５ 区 区 長 小　松　　　中

稲 沢

１ 区 区 長 吉　田　啓　二
２ 区 区 長 佐久間　行　治
３ 区 区 長 渡　辺　正　俊
４ 区 区 長 渡　辺　一　紀
５ 区 区 長 安　達　哲　男
６ 区 区 長 佐　藤　好　邦
７ 区 区 長 佐　藤　正　芳

松 沢
１ 区 区 長 鍋　島　宏　一
２ 区 区 長 菊　地　善　富
３ 区 区 長 安　藤　忠　徳

市
政
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す

　

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　
　
　

皆
様
の
ご
意
見
や
ご
提
案

　

本
宮
市
で
は
、
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を

推
進
す
る
た
め
、「
自
主
的
財
政
健
全
化
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
方
針
を
定
め
る
「
総
合
計

画
」
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
多
く
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見

や
ご
提
案
を
お
聞
き
し
た
く
、
左
記
の
と
お

り
市
政
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
映
像
を
見
な
が
ら
、
よ
り
わ
か

り
や
す
く
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

各
会
場
と
も
地
区
割
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
他
地
区
へ
の
参
加
も
可
能
で
す

の
で
、
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

※
各
会
場
と
も
、
午
後
７
時
～
９
時
の
開

催
と
な
り
ま
す
。

　

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
　

秘
書
広
報
課　

広
報
広
聴
係

　
　
　
（
☎
内
線
２
１
９
）

６月２日（月） 松沢地区 白沢公民館松沢分館
６月５日（木） 岩根・関下地区 岩根農業構造改善センター
６月27日（金） 長屋地区 白沢公民館長屋分館

６月30日（月）
本宮地区（６区荒町・６区愛宕・
６区舘町・７区・８区・９区・９
区東）

北町コミュニティー
センター

７月１日（火） 荒井地区 荒井地区公民館
７月３日（木） 稲沢地区 白沢公民館稲沢分館
７月４日（金） 仁井田地区 仁井田地区公民館
７月７日（月） 糠沢地区 白沢公民館糠沢分館
７月10日（木） 青田地区 青田農業構造改善センター
７月14日（月） 和田地区 白沢公民館和田分館
７月15日（火） 高木地区 高木地区公民館
７月22日（火） 白岩地区 白沢公民館白岩分館

７月24日（木）
本宮地区（１区・２区・３区・
４区・５区・10区・11区・12区・
13区・14区）

サンライズもとみや



�

み
ん
な
で
考
え
よ
う

い
ま
、
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か　

何
が
で
き
る
の
か

６
月
は
、
環
境
月
間
で
す
！

　

地
球
環
境
が
大
き
な
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
は
、
日

常
生
活
を
送
る
う
え
で
は
、
あ
ま

り
実
感
が
わ
か
な
い
問
題
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
地
球
温
暖
化
、
オ
ゾ

ン
層
の
破
壊
、
熱
帯
林
の
減
少
、

生
物
多
様
性
の
低
下
な
ど
な
ど

…
、
地
球
規
模
の
環
境
問
題
は
、

そ
の
深
刻
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
量
消
費
に
よ
る
資
源

の
枯
渇
は
、
そ
れ
に
頼
っ
て
き
た

私
た
ち
の
生
活
を
成
り
立
た
な
い

も
の
に
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

豊
か
な
地
球
環
境
を
永
く
後
の

世
代
に
引
き
継
ぎ
、
持
続
的
発
展

が
可
能
な
循
環
型
社
会
を
築
き
、

さ
ら
に
生
活
の
質
を
高
め
る
た
め

に
、
地
球
環
境
や
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
の
行
動
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

◆
◆
空
か
ら
の
警
告
？
◆
◆

■
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊

　

冷
蔵
庫
や
ス
プ
レ
ー
缶
に
広
く

使
わ
れ
た
フ
ロ
ン
が
大
気
中
に
放

出
さ
れ
、
紫
外
線
を
緩
和
す
る
オ

ゾ
ン
層
を
破
壊
し
て
き
ま
し
た
。

健
康
被
害
や
生
態
系
へ
の
悪
影
響

が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
南
極
の
オ
ゾ
ン
ホ
ー
ル

は
毎
年
大
規
模
に
発
生
し
、
南
極

大
陸
よ
り
も
大
き
な
面
積
と
な
っ

て
い
ま
す
。

■
地
球
温
暖
化

　

大
気
中
の
温
室
効
果
ガ
ス
（
二

酸
化
炭
素
な
ど
）
濃
度
が
増
加
す

る
と
、
地
球
の
平
均
気
温
が
上
昇

し
気
候
の
変
動
や
海
水
面
の
上
昇

が
起
こ
り
ま
す
。

　

温
暖
化
は
、
気
候
メ
カ
ニ
ズ
ム

に
大
き
な
変
動
を
引
き
起
こ
し
、

自
然
の
生
態
系
や
農
業
生
産
等
に

大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
Ｉ
Ｐ

Ｃ
Ｃ
（
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府

間
パ
ネ
ル
）
で
は
、
地
球
の
平
均

気
温
が
１
９
８
０
～
１
９
９
９
年

平
均
に
対
し
て
２
１
０
０
年
ま
で

の
間
に
１
・
１
～
６
・
４
℃
上
昇

す
る
と
予
測
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
量
を
１
９
９
０
年
と
比
べ
６
％

削
減
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い

ま
す
が
、
２
０
０
６
年
度
の
総
排

出
量
は
、
逆
に
11
・
８
％
も
増
加

し
て
い
ま
す
。

◆
◆
地
上
か
ら
の
警
告
？
◆
◆

　

地
上
で
起
こ
っ
て
い
る
熱
帯
林

の
減
少
や
土
壌
の
劣
化
、
水
質
汚

濁
は
大
気
汚
染
や
気
候
変
動
と
密

接
に
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
は
、
巡
り
巡
っ
て
私
た
ち
の
生

活
を
脅
か
す
も
の
で
す
。
原
因

は
、
や
は
り
人
類
の
活
動
の
よ
う

で
す
。
世
界
の
森
林
面
積
も
、

年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

生
活
安
全
課　

環
境
保
全
係

　
（
☎
内
線
１
１
４
）

§何が起こっているのか
　地球の歴史は、46億年。人類が地上に現れたのは、400万年
～500万年前だといわれています。人口の増加は、約１万年前
ごろから始まったと考えられていますが、20世紀に入ってか
ら爆発的に増え続け、1900年に17億人足らずだった人口は、
2005年に65億人を超えました。この人口の大幅な増加こそ、
21世紀において世界の環境や社会の秩序を激変させる要因と
なっています。
　一方、日本では人口減少時代を迎え、環境面でも新たな取り
組みが求められています。現在の大量生産・大量消費・大量廃
棄型のシステムは、地球環境に大きな負担をかけています。

■冷房の温度を１℃高く、暖房の温度
を１℃低く
　カーテンを利用して、太陽光の入射
を調整したり、クールビズやウォー
ムビズを取り入れ冷暖房の設定温度
を工夫しましょう。
　　　年間約33㎏のCO２削減
　　　年間約1,800円の節約

■シャワーを１日１分、家族全員が減らす
　身体を洗っている間、お湯を流しっ
ぱなしにしないようにしましょう。
　　　年間約69㎏のCO２削減
　　　年間約7,100円の節約

■週２日往復８㎞の車の運転をやめる
　通勤や買い物の際、鉄道や自転車を
利用しましょう。
　　　年間約184㎏のCO２削減
　　　年間約9,200円の節約

■１日５分間のアイドリングストップを行う
　駐車や長時間停車するときは車のエ
ンジンを切りましょう。大気汚染物
質の排出削減にもなります。
　　　年間約39㎏のCO２削減
　　　年間約1,900円の節約

■待機電力を50％削減する
　主電源を切りましょう。長時間使わ
ないときは、コンセントを抜きま
しょう。
　　　年間約60㎏のCO２削減
　　　年間約3,400円の節約

■買い物袋（マイバック）を持ち歩く
　マイバックを持って買い物をしま
しょう。レジ袋を減らせます。
　　　年間約58㎏のCO２削減

§私たちにできること（例えば…家庭でできる地球温暖化対策）

出典：全国地球温暖化防止活動推進センターホームページ
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春
の
叙
勲
は
４
月
29
日
に
発
表
さ

れ
、
元
警
察
官
で
本
宮
署
次
長
を
務
め

た
こ
と
も
あ
る
遠
藤
利
彦
さ
ん
が
瑞
宝

小
綬
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
に
先
立
ち
12
日
に
は
、

警
察
・
消
防
な
ど
著
し
く
危
険
性
の
高

い
業
務
に
励
み
、
社
会
貢
献
し
た
人
を

対
象
と
す
る
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
が

発
表
さ
れ
、
市
内
か
ら
渡
辺
孝
雄
さ

ん
、
荒
川
政
雄
さ
ん
の
お
二
人
が
瑞
宝

単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

叙
勲
は
、
春
と
秋
の
年
２
回
、
春
は

４
月
29
日
、
秋
は
11
月
３
日
付
け
で
授

与
さ
れ
ま
す
。

　

受
章
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
受
章
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　昭和37年に警察官となり、昭和49年に郡山広域
消防に転職した。退職後は、郡山のデイサービス
センター所長なども務め、在職中からボランティ
アにも積極的に参加し、郡山のボランティア団体
の副会長も６年間務めた。
　「今回の受賞は意外であったが、市民の考えを聞
きながら、市民が喜ぶ行政に務めた」と謙虚に話
してくれました。

瑞宝単光章

荒川政雄さん（高木）
出身：塙町

　昭和28年県警採用。原町署をはじめ県警本部公安課な
ど主に警備係を長く務め、安保闘争などの警備に尽力さ
れた。
　安保闘争では、「負傷した同僚の姿が忘れられない。
日本の民主主義を守ったと思えることが誇りです」と語
り、今回の受章は、「私を警察官として送り出してくれ
た地域のみなさんのおかげです。これからも健康に留意
ながら地域のために貢献したい」と話してくれました。

瑞宝単光章

渡辺孝雄さん（糠沢）
出身：本宮市

　郡山警察署外勤係を振り出しに、昭和42年には
本宮警察署次長も務め、相馬、いわき東、須賀川
の各署長を務めた。主に警備係を長く務め、県内
の治安を守ることに尽力された。
　「在職中、本宮の方々にお世話になり、この地に
住まいを持った。激動の昭和と共に生きてきて治
安を守ったことが評価されたことはうれしい」と
話してくれました。

瑞宝小綬章

遠藤利彦さん（仁井田）
出身：田村市

　きれいで快適な環境づくりのため、今年も県下一斉クリーンアップ作戦が行われます。各町内会等を中心
に河川、住宅周辺、公園、道路などの清掃活動にご協力をお願いします。

ご協力をお願いします！ 県下一斉クリーンアップ作戦
7月6日（日）　午前６時～

　県は５月２日に各種功労者知事表彰を発表し、
地方自治、社会福祉、薬事衛生などの分野で功績
のあった16人と２団体が表彰を受けました。
　市からは地方自治の分野で功績のあった荻野哲
雄さんが受賞し、県庁で９日に表彰式が行われま
した。

県
知
事
表
彰

荻
野
哲
雄
さ
ん

（
長
屋
）

　

昭
和
58
年
か
ら
旧
白
沢

村
の
議
会
議
員
を
務
め
、

議
会
議
長
も
務
め
た
。
村

政
伸
展
と
住
民
福
祉
の
向

上
に
尽
力
さ
れ
、
地
方
自

治
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た

業
績
に
よ
り
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

平成20年 春の叙勲
受章されたみなさんをご紹介します。
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　「カメラ散歩」では、皆さんの「ホットで楽しい」
話題を掲載しています。皆さんからの情報もお待ち
しています。

秘書広報課広報広聴係☎33－1111（内線220）

小手 !!～こどもの日剣道大会～
　第36回総合体育祭こどもの日剣道大会は、５月５日に白
沢体育館で開催されました。白沢剣友会の主催で毎年開催
され、市内の小中学生71名が、日頃の練習の成果を競い合
いました。各部門の優勝者は次のとおりです。

小 学 生 団 体 白岩剣道スポーツ少年団
小 学 生 男 子 低 学 年 渡辺　光真（白　岩）
小 学 生 男 子 高 学 年 佐々木貴大（白　岩）
中 学 生 男 子 渡辺　真崇（白沢中）
小 学 生 女 子 低 学 年 安藤　沙紀（本　宮）
小 学 生 女 子 高 学 年 渡辺　遥希（白　岩）
中 学 生 女 子 渡辺　祐希（白沢中）

カッキーン !!
～南達方部中学生野球大会～

　南達方部中学生野球大会は５月10日と11日に白沢野球
場と本宮一中グランドを会場として開催されました。試
合はリーグ戦方式で行われ、多くの保護者が見守る中、
熱戦が繰り広げられました。
　試合の結果は、次のとおりです。
【優勝】本宮第一中学校　　【準優勝】白沢中学校
【３位】大玉中学校　　　　【第４位】本宮第二中学校

　第４回商店街ウォークラリーは、本宮字中條のふれあい
夢広場をスタート地点として、36組約106名の参加者により
開催されました。
　このウォークラリーは市内の商店街を巡りながら、途中
様々な問題を解きゴールの早さを競うものです。FM モッ
トコムのラジオ放送からの出題もあり、参加者はラジオ片
手に問題を解いていました。
　この事業は、本宮市商店街連合会（会長：菊田広道）の
主催により、市の商工振興事業支援交付金を活用して開催
されたものです。

よーい！　どぉーん !!
～地区レクリエーション大会～

　青田、荒井、仁井田、高木、岩根の各地区のレクリエーショ
ン大会は、５月18日に各地区で盛大に開催されました。
　各地区とも、趣向を凝らした競技を用意し、子どもか
らお年寄りまで、多くの参加者で町内会対抗競技や個人
競技で盛り上がりました。

優勝めざして　急げ !!
～商工振興事業支援交付金を活用～
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ダンスしましょうー !!
～第13回こどもまつり開催～

　第13回こどもまつりは、５月10日にみずいろ公園を会
場として開催されました。
　これは、社会福祉協議会の主催で、市内の保育所・幼稚
園、母親クラブ連絡協議会はじめ多くのボランティア団体
のみなさんの協力を得て毎年開催されているものです。
　模擬店や遊びのコーナーがずらりと並び、曇り空で少し
肌寒い天候ながら、大勢の親子連れで賑わい、ダンスをし
たり工作をしたりと思い思いに楽しいひとときを過ごし
ていました。

本
と
あ
そ
ぼ
う

～
全
国
訪
問　

お
は
な
し
隊
来
訪
～

　
「
全
国
訪
問
お
は
な
し
隊
」

は
４
月
20
日
に
し
ら
さ
わ
夢

図
書
館
に
来
館
し
ま
し
た
。

お
は
な
し
隊
は
、子
ど
も
た
ち

に
本
の
面
白
さ
を
伝
え
る
た

め
に
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
で
日

本
全
国
を
巡
回
し
て
い
ま
す
。

　

大
型
紙
芝
居
や
絵
本
を
読

む
お
は
な
し
会
を
開
催
し
た

り
、
絵
本
を
た
く
さ
ん
積
ん

だ
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
の
中
を

見
学
さ
せ
て
も
ら
い
、
好
き

な
絵
本
を
手
に
と
っ
て
読
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

小
さ
い　

小
さ
い
本
で
す

～
岩
越
豆
本
展
示
会
～

　
「
岩
越
豆
本
」
の
展
示
会

は
、
４
月
19
・
20
日
に
中
央

公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
岩
城
豆
本
は
、
市
内
在

住
の
豆
本
作
家
大
沼　

洸
さ

ん
（
写
真
）
が
、
戦
前
戦
後

の
混
乱
期
に
書
き
つ
づ
っ
た

小
説
や
詩
な
ど
を
小
さ
い
サ

イ
ズ
に
ま
と
め
た
本
で
す
。

　

作
品
そ
れ
ぞ
れ
に
工
夫
を

凝
ら
し
た
装
丁
が
さ
れ
て
お

り
、
来
場
者
を
目
で
も
楽
し

ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

岩
越
豆
本
は
県
立
図
書
館

の
蔵
書
に
も
な
っ
て
お
り
ま

す
。

お世話になります～人権擁護委員の委嘱～

　４月11日、市役所において国分八重子さん（糠沢）
に人権擁護委員の委嘱状が交付されました。福島地方
法務局人権擁護課長　橋本啓治さんが「人権擁護委員
制度発足60周年に当たる年。よろしくお願いします。」
とあいさつ。国分さんは「殺伐としたご時世となって
しまった。子ども達が健やかに成長できる環境作りに
努力したい。」とコメント。国分さんは２期目となり、
任期は平成23年３月までとなります。お世話になります。
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ま
ゆ
み
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

は
現
在
51
名
の
子
ど
も
た
ち
が

放
課
後
を
楽
し
く
過
ご
し
て
い

ま
す
。
将
棋
・
ま
ま
ご
と
・
ブ
ロ
ッ

ク
を
し
た
り
、
天
気
の
良
い
日
は

広
い
館
庭
で
遊
ん
で
い
ま
す
。
男

の
子
が
〝
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
・
キ
ッ

ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
〟
に
夢
中
に
な

る
中
、
女
の
子
た
ち
の
ブ
ー
ム
は

〝
一
輪
車
〟。
昨
年
の
冬
頃
か
ら
挑

戦
者
が
１
人
・
２
人
…
今
で
は
７

台
の
一
輪
車
を
順
番
待
ち
し
て
い

る
状
態
で
す
。
私
た
ち
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
ま
し
た
が
、「
先
生
前
を

見
て
！
お
な
か
し
め
て
！
」
と
い

つ
の
間
に
か
子
ど
も
た
ち
が
先
生

に
な
っ
て
い
ま
す
。
館
庭
は
、
い

つ
も
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
月
に
一
度
『
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
花
の
里
』
を
訪
問
し
て
い

ま
す
。「
こ
ん
に
ち
は
～
」
と
元

気
に
あ
い
さ
つ
す
る
と
「
待
っ
て

た
ぞ
い
」
と
子
ど
も
た
ち
の
頭
を

な
で
、
手
を
握
り
笑
顔
で
迎
え
て

く
れ
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
ぁ

ち
ゃ
ん
。
一
緒
に
折
り
紙
・
風
船

送
り
な
ど
を
し
た
り
、
学
校
で
覚

え
た
歌
や
ダ
ン
ス
を
子
ど
も
た
ち

が
披
露
し
て
『
ふ
れ
あ
い
の
時

　現在、JA みちのく安達女性部白沢支部長。
また、イクタン号 GO をはじめ各種ボランティ
アに積極的に参加する。
　過去には赤十字奉仕団委員長、糠沢婦人
会長などを歴任。書道は四段の腕前。趣味
はコーラス。特技はとたずねると、「農業です」
と笑って答えていただいた。
　可愛いお孫さんから、「60歳は人生の折り
返しだね」と言われたことに喜び、「これか
らの人生を大事にしたい」と語ってくれた。

「
毎
日
が
忙
し
い
」
が
口
癖
で
夢
中

で
過
ぎ
、
気
が
つ
く
と
こ
こ
ま
で
来

て
し
ま
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
い
ろ
い
ろ
と
勉
強
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
事
、
そ
し
て
協
力
し
て

く
れ
た
家
族
に
は
い
つ
も
感
謝
し
て

い
ま
す
。
今
は
、
孫
た
ち
も
大
き
く

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
何
よ
り
健
康

な
体
に
産
ん
で
く
れ
た
親
に
感
謝

し
、
私
は
、
今
が
よ
う
や
く
人
生
の

ベ
ス
ト
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
が
自
分
の
人
生
と
思
え
ば
夢

が
わ
い
て
き
ま
す
。
心
に
ゆ
と
り
の

あ
る
自
分
を
過
ご
し
た
い
と
思
い
、

「
人
生
、
こ
れ
か
ら
」
と
思
う
と
、

意
欲
が
わ
い
て
く
る
も
の
で
す
。

　

現
在
、
私
は
Ｊ
Ａ
本
宮
直
売
所
の

会
員
と
し
て
、
新
鮮
で
、
安
心
、
安

全
な
野
菜
を
出
荷
し
て
い
ま
す
。
お

客
さ
ん
の
笑
顔
が
私
た
ち
会
員
の
励

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
、
食
に
対

す
る
不
安
が
次
々
と
起
き
て
い
ま

す
。
人
の
大
切
な
命
を
守
る
食
育
の

見
直
し
が
今
私
た
ち
に
与
え
ら
れ
た

大
き
な
課
題
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
農
業
を
と
り
ま
く
問
題
は
沢
山

あ
り
ま
す
が
、
農
業
は
自
然
環
境
を

守
る
大
切
な
役
割
を
し
て
い
ま
す
。

私
は
、
農
業
を
続
け
て
き
て
良
か
っ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
自
分
で
作
っ

た
野
菜
を
自
分
で
食
べ
ら
れ
る
こ
と

程
、
贅
沢
な
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
健
康
で
働
け
る
限

り
、
次
世
代
に
残
せ
る
よ
う
に
農
業

を
少
し
で
も
続
け
て
い
け
た
ら
い
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
本
宮
市
が
合
併
し
て
良

か
っ
た
と
言
え
る
よ
う
な
地
域
と

な
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◇　

◇　

◇

　

来
月
は
、
田
中
悠
嗣
さ
ん
（
稲
沢

字
登
戸
）
の
予
定
で
す
。

　「人生
　　これから」

　

四
季
折
々
の
風
景
を
感
じ
な

が
ら
、
自
然
の
中
で
体
を
動
か
し

汗
を
い
っ
ぱ
い
流
し
、
物
を
育
て

る
農
業
が
私
は
大
好
き
で
す
。

　

私
は
、
農
家
に
生
ま
れ
育
ち
ま

し
た
が
、
父
は
私
が
生
ま
れ
る
前

に
戦
死
し
た
た
め
、
家
の
手
伝
い

を
し
な
が
ら
、
定
時
制
高
校
に
通

い
、
卒
業
す
る
と
、
す
ぐ
農
家
に

嫁
い
で
45
年
が
過
ぎ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
家
で
農
業
を
し
て
い
た

せ
い
か
、
地
域
の
活
動
、
役
員
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、数
々
の
趣
味
と
、

私の随想録

ろのひひろばばここどどもも
【まゆみ放課後児童クラブ】
登録者数：51人
住所：本宮市本宮字花町33－1
電話：33－5244

国分 誓子さん
CHIKAKO KOKUBUN

（糠沢字久保内）

今月の人
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匠
TAKUMI

　

職
人
と
呼
ば
れ
る
そ
の
道
の
達
人
を
紹
介
し
て
い
く
シ

リ
ー
ズ
「
匠
」
の
第
２
回
目
に
登
場
し
て
い
た
だ
く
の
は
、

ハ
ン
ド
バ
ッ
ク
製
作
な
ど
を
手
が
け
る
石
川
袋
物
加
工
所

（
白
岩
字
塩
ノ
崎
）
の
石
川
英
則
さ
ん
で
す
。

　

な
め
ら
か
な
光
沢
の
あ
る
上
品
な
ハ
ン
ド
バ
ッ

ク
。女
性
な
ら
、ぜ
ひ
欲
し
い
と
思
う
人
は
多
い
は
ず
。

　

石
川
さ
ん
が
主
に
手
が
け
て
い
る
商
品
は
、

フ
ォ
ー
マ
ル
バ
ッ
ク
。
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
依
頼
を
受

け
て
製
作
し
て
い
る
。
季
節
に
よ
っ
て
色
や
形
が
変

わ
り
、
６
～
７
種
類
ほ
ど
あ
る
と
い
う
。

　

一
日
に
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
８
個
か

ら
10
個
程
度
。
良
い
仕
事
を
す
る
こ
と
が
、
次
の
仕

事
の
依
頼
に
つ
な
が
る
と
話
す
。

　

修
行
を
始
め
た
の
は
18
歳
の
こ
ろ
。
埼
玉
で
５
年

間
、
住
み
込
み
で
腕
を
磨
く
。
40
代
の
こ
ろ
ま
で
埼
玉

で
過
ご
し
、
今
か
ら
16
年
ほ
ど
前
に
白
沢
に
戻
っ
た
。

　

埼
玉
に
住
ん
で
い
た
こ
ろ
の
思
い
出
と
し
て
、
交

通
安
全
母
の
会
の
制
服
や
腕
章
、
横
断
旗
な
ど
を
収

納
で
き
る
黄
色
い
袋
を
作
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
と
て

も
好
評
で
、
白
沢
に
戻
っ
て
か
ら
も
、
ま
た
作
っ
て

い
た
だ
け
な
い
か
と
頼
ま
れ
た
ほ
ど
で
あ
る
。
白
沢

で
も
同
様
の
も
の
を
作
り
、
大
変
喜
ば
れ
て
い
る
。

　
「
健
康
で
あ
れ
ば
、
い
く
つ
ま
で
も
や
っ
て
い
た

い
で
す
。」
と
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
た
。

秘 情報

《パーソナリティ紹介》
◆ラジオネーム ：平　勝明
◆本　　名：平　勝明
◆出　　身：本宮字上町
◆趣　　味：ゴルフ、読書
◆担当番組：
　「平勝明のスポーツ
　　　　　　　マルガリータ」

（毎週月曜日　午後８時～）
◆リスナーに一言：　「３人のパーソナリティーで語りあうス
ポーツ新聞の片隅をつついたような話題、懐かしのスポー
ツ選手の話と、今話題の話をおりまぜてやっています。
これからも皆さんヨロシクお願いします。」

あの声は、私です…

エフエ ム モ　ッ　ト コム

間
』
を
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま

す
。「
み
ん
な
が
く
っ
と
元
気
が

も
ら
え
る
よ
。
あ
り
が
と
う
」
と

感
謝
の
気
持
ち
を
言
わ
れ
る
と

「
い
い
気
分
だ
ね
。
ま
た
行
き
た

い
」
と
な
ん
だ
か
あ
た
た
か
い
気

持
ち
に
な
る
子
ど
も
た
ち
。
み
ん

な
の
気
持
ち
が
一
つ
に
な
っ
た

な
ぁ
と
思
え
る
ひ
と
時
で
す
。
そ

ん
な
気
持
ち
を
、
い
つ
ま
で
も
持

ち
続
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
元

気
で
笑
顔
の
た
え
な
い
児
童
ク
ラ

ブ
で
あ
り
た
い
で
す
。

石川袋物加工所
代表　石川英則
（白岩字塩ノ崎）
TEL 44－4318



1�

本
宮
の
縁（
ゆ
か
り
）展

～
鈴
木
五
郎
・
窪
田
昇
・　

紺
野
晴
子
三
人
展
～

　

白
沢
ふ
れ
あ
い
文
化
ホ
ー
ル
で

は
、
３
月
22
日
か
ら
４
月
27
日
ま

で
、
本
宮
市
に
縁
の
あ
る
作
家
の

方
々
を
ご
紹
介
す
る
展
覧
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

鈴
木
五
郎
先
生
は
旧
本
宮
町
出

身
で
現
在
は
東
京
在
住
で
す
が
、

昨
年
本
宮
市
の
誕
生
記
念
と
文
化

振
興
の
た
め
に
13
点
の
作
品
を
寄

贈
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
今
回
は
寄

贈
い
た
だ
い
た
油
彩
画
の
作
品
を

ご
紹
介
し
ま
し
た
（
写
真
）。

　

ま
た
、
本
宮
市
在
住
の
窪
田
昇

先
生
の
陶
芸
や
水
墨
画
な
ど
１
２

７
点
、
旧
白
沢
村
出
身
で
須
賀
川

市
在
住
の
紺
野
晴
子
先
生
の
日
本

画
16
点
な
ど
、
い
ず
れ
も
日
頃
の

制
作
活
動
の
成
果
を
発
表
い
た
だ

き
、
訪
れ
た
来
館
者
か
ら
は
、
た

く
さ
ん
の
賛
辞
の
声
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

本
宮
市
遊
友
ク
ラ
ブ

　
　
　
　

ス
タ
ー
ト

～
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
～

　

放
課
後
、
子
ど
も
た
ち
に
、
安

心
で
安
全
で
快
適
な
活
動
の
場
を

提
供
し
、
様
々
な
体
験
活
動
や
交

流
活
動
、
学
習
活
動
を
行
い
、
地

域
社
会
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
の

健
全
な
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
「
本
宮
市
遊
友
ク
ラ
ブ
」

の
活
動
が
、
５
月
13
日
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。

●生涯学習センター（中央公民館内）
　　本宮字矢来39－１　☎33－2611
●白沢公民館
　　白岩字堤崎500　　☎44－2350

学び・文化・
スポーツの広場

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
「
学
び
」・「
ス
ポ
ー

ツ
」・「
芸
術
文
化
」
を
応
援
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
、
本
宮
地
区
の
４

小
学
校
区
も
新
た
に
開
講
し
、
白

沢
地
区
３
小
学
校
区
を
含
め
、
市

内
７
小
学
校
区
の
各
会
場
で
子
ど

も
た
ち
の
元
気
に
活
動
す
る
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
最
初
の
活
動
は
、
参
加

し
た
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り

と
、
活
動
を
支
援
し
見
守
っ
て
く

だ
さ
る
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
の
自
己

紹
介
か
ら
始
ま
り
、
遊
友
ク
ラ
ブ

の
約
束
の
確
認
を
し
た
後
、
楽
し

く
集
団
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
遊
友
ク
ラ
ブ
で
は
、

木
工
遊
び
、
お
話
し
会
、
３
Ｂ
体

操
、
ペ
タ
ン
ク
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
を
は
じ
め
、
様
々
な
活
動

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
こ
れ
ら
の
活

動
に
元
気
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
！

　

本
宮
市
で
は
、
平
成
21
年
に
成

人
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
た
め
に
、
記

念
事
業
を
企
画
・
運
営
し
て
く
だ

さ
る
『
成
人
式
記
念
事
業
実
行
委

員
』
を
募
集
し
ま
す
。

　

本
宮
市
に
お
住
ま
い
の
方
、
本

宮
市
の
学
校
や
企
業
に
在
学
・
在

勤
さ
れ
て
い
る
方
で
あ
れ
ば
、
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
新
成

人
を
祝
福
し
た
い
、
一
緒
に
祝
い

た
い
と
お
考
え
の
方
は
、
年
齢
・

性
別
な
ど
は
気
に
な
さ
ら
ず
に
、

ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

成
人
式
記
念
事
業
は
、
新
成
人

を
市
民
全
体
で
祝
い
励
ま
す
と
い

う
こ
と
を
目
的
に
、
旧
町
村
の
時

代
か
ら
伝
統
的
に
実
施
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
た
め
本
市
で
は
、

荒
れ
る
成
人
式
と
社
会
問
題
化
さ

れ
て
い
る
中
で
も
、
そ
の
よ
う
な

こ
と
と
は
無
縁
な
式
典
が
続
い
て

い
ま
す
。

　

記
念
事
業
の
内
容
は
、
実
行
委

員
の
皆
さ
ん
で
ご
検
討
い
た
だ

き
、
そ
の
年
ご
と
に
特
色
の
あ
る

事
業
の
開
催
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
開
催
さ
れ
た
事
業
と
し
て

は
、
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
埋
設
や
懇

親
会
、
記
念
映
画
制
作
等
が
あ
り

ま
す
。
平
成
20
年
は
、
最
も
新
成

人
に
相
応
し
い
方
を
表
彰
す
る
ベ

ス
ト
ド
レ
ッ
サ
ー
賞
の
授
賞
式
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
も
新
成
人
は
も
ち
ろ

ん
、
住
民
が
一
体
と
な
っ
た
創
造

性
豊
か
な
す
ば
ら
し
い
式
典
を
創

り
上
げ
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

　

詳
し
い
内
容
が
お
知
り
に
な
り

た
い
方
、
実
行
委
員
に
申
し
込
ま

れ
た
い
方
は
、
お
気
軽
に
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

平
成
21
年
成
人
式

　

記
念
事
業
実
行
委
員
募
集

▶
平
成
20
年
成
人
式
記
念
事
業

　

実
行
委
員
の
皆
さ
ん
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広報もとみや　平成20年6月

しらさわ夢図書館・
中央公民館図書室からのご案内

しらさわ夢図書館
　白岩字堤崎500（☎44－2112）

中央公民館図書室
　本宮字矢来39－１（☎33－2611）

・「牡丹さんの不思議な毎日」（柏葉幸子）
・「５年３組リョウタ組」（石田衣良）
・「ドラゴンキーパー」（キャロル　ウィルキンソン）
・「あとからくる君たちへ伝えたいこと」（鍵山秀三郎）
・「スーパーのレジぶくろでつくるほねなしカイト」

（浦倉一郎）
・「紙のひみつ」（おぎのひとし）
・「妖怪アパートの幽雅な日常　８」（香月日輪）
・「やさいさんごめんね」（志茂田景樹）

※これらの図書は、どちらの窓口からも借りることができます。なお、移送などで少々時間を頂く場合があります。

●赤ちゃんおはなし会
　と　　き：６月27日（金）11：00～11：20
　と こ ろ：しらさわ夢図書館　おはなしコーナー
　ないよう：わらべうた、ふれあいあそび、ペープサー

ト、赤ちゃん絵本の読み聞かせなど。
　対　　象：赤ちゃんとその保護者、一般

●ジュニアおはなし会
　と　　き：６月28日（土）14：00～15：00
　と こ ろ：しらさわ夢図書館　おはなしコーナー
　ないよう：長いおはなしを楽しめるお子さんとその

保護者を対象とした絵本の読み聞かせ、
紙しばい、ストーリーテリング、工作な
ど。

　対　　象：幼児～児童とその保護者、一般

●リトルおはなし会
　と　　き：６月29日（日）11：00～11：30
　と こ ろ：しらさわ夢図書館　視聴覚室
　ないよう：短いおはなしを楽しめるお子さんとその

保護者を対象とした絵本の読み聞かせ、
手袋人形、パネルシアター、エプロンシ
アターなど。

　対　　象：乳児～幼児とその保護者、一般

※季節、テーマなどによりおはなし会の内容は、その都度若干変わる場合がありますので、あらかじめご了承ください。
※いずれのイベントも、参加は自由で無料です。お誘い合わせの上、おいでください。

●６月の定例おはなし会
　と　　き：６月８日（日）10：30～11：30
　と こ ろ：中央公民館図書室　こどもとしょしつ
　ないよう：「雨がすき」をテーマとした絵本の読み聞

かせ、紙しばい、エプロンシアター、パ
ネルシアター、工作など。

　対　　象：幼児とその保護者

●７月の定例おはなし会
　と　　き：７月13日（日）10：30～11：30
　と こ ろ：中央公民館図書室　こどもとしょしつ
　ないよう：「いろいろこんにちは（色）」をテーマとし

た絵本の読み聞かせ、紙しばい、エプロ
ンシアター、パネルシアター、工作など。

　対　　象：幼児とその保護者

［絵本・児童書］
・「ビューティーモデル・田中マヤの美容」（田中マヤ）
・「雪とパイナップル」（鎌田　實）
・「望みは何と訊かれたら」（小池真理子）
・「５年３組リョウタ組」（石田衣良）
・「人生を輝かせる10のお話」（日野原重明）
・「数学でつまずくのはなぜか」（小島寛之）
・「１分骨盤ダイエット」（大庭史榔）
・「にこにこ貧乏」（山本一力）
・「ながい旅」（大岡昇平）
・「交渉美人は生き方上手」（野沢聡子）

［一般書・実用書］

しらさわ夢図書館のおはなし会  中央公民館図書室のおはなし会
イ ベ ン ト

新着本
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水道工事はお任せ　本宮市水道工事指定店会
㈲
浜
野
和
水
道（
３
３
―
２
７
８
８
）

　

本
宮
市
本
宮
字
塩
田
49
番
地
２

　
㈲
本

宮

設

備（
３
３
―
２
５
９
２
）

　

本
宮
市
本
宮
字
南
町
裡
１
４
４
番
地
１

　
㈲
タ
カ
ト
ク
設
備（
３
３
―
２
１
８
３
）

　

本
宮
市
本
宮
字
南
町
裡
１
０
９
番
地

　
オ

オ

ナ

ミ

㈱（
３
３
―
１
０
０
１
）

　

本
宮
市
高
木
字
戸
崎
63
番
地
３

　
㈲
佐

藤

商

会（
３
３
―
５
８
７
５
）

　

本
宮
市
仁
井
田
字
富
士
内
１
番
地
１

　
㈲
光
設
工
業
所（
３
３
―
１
８
９
５
）

　

本
宮
市
青
田
字
孫
市
２
番
地
25

　
㈲
キ
ン
グ
設
備
工
業（
３
３
―
１
２
４
８
）

　

本
宮
市
青
田
字
戸
ノ
内
１
２
２
番
地
11

　
㈱
タ

カ

マ

ツ（
３
３
―
５
２
４
２
）

　

本
宮
市
本
宮
字
一
ツ
屋
12
番
地
７

　
㈱
大
敬
工
業
所（
４
８
―
３
２
５
３
）

　

大
玉
村
玉
井
字
中
森
３
番
地

　
㈱
小

山

設

備（
３
３
―
３
０
３
１
）

　

本
宮
市
本
宮
字
仲
町
39
番
地

　
㈲
須
藤
住
機
工
業
（
３
４
―
５
５
２
８
）

　

本
宮
市
本
宮
字
小
幡
33
番
地
１

！＊借金（サラ金・ローン返済）
　　　にお悩みの方ご相談ください＊

司法書士法人 あおば事務所
福島事務所：福島市南中央3丁目７－２鶴島ガーデン102号
電 話 番 号：０２４－５２８－８８０２
二本松事務所：二本松市成田１丁目816－1コーポ成田３－101号
電 話 番 号：０２４３－６２－２５１５

国
保
だ
よ
り

K
O
K
U
H
O
D
A
Y
O
R
I

知
っ
て
い
ま
す
か
？
国
保
の
こ
と

　
　

 
～
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
さ
さ
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
民
健
康
保
険
～

　

国
保
（
国
民
健
康
保
険
）
は
病

気
や
怪
我
を
し
た
場
合
に
、
安
心

し
て
お
医
者
さ
ん
に
か
か
れ
る
よ

う
、
加
入
者
（
被
保
険
者
）
が
お

金
（
保
険
税
）
を
出
し
合
っ
て
必

要
な
医
療
費
な
ど
を
補
助
す
る

「
助
け
合
い
の
制
度
」
で
す
。

　

国
保
の
事
業
は
、
各
市
町
村
が

運
営
し
て
お
り
、「
保
険
者
」
と

い
い
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
、
国
保

の
加
入
者
を
「
被
保
険
者
」
と
い

い
ま
す
。
市
（
保
険
者
）
で
は
、

加
入
者
（
被
保
険
者
）
の
納
め
る

保
険
税
と
国
な
ど
か
ら
の
補
助
金

を
財
源
と
し
て
国
保
を
運
営
し
て

い
ま
す
。

国
保
に
加
入
す
る
人

　
（
被
保
険
者
に
な
る
人
）

　

職
場
の
健
康
保
険
（
健
康
保
険

組
合
、
共
済
組
合
な
ど
）
に
加
入

し
て
い
る
人
、
生
活
保
護
を
受
け

て
い
る
人
以
外
は
、
国
保
に
加
入

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
国
保

は
、
世
帯
を
一
つ
の
単
位
と
し
、

一
人
ひ
と
り
が
被
保
険
者
と
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
各
種
届
け
出
や
保
険
給

付
の
申
請
は
世
帯
主
が
行
う
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
（
家
族
が
代
理

で
行
う
こ
と
も
で
き
ま
す
）。
し

た
が
っ
て
、
国
保
税
の
納
税
義
務

者
は
世
帯
主
と
な
り
、
保
険
証
は

１
世
帯
に
１
枚
、
世
帯
主
の
名
前

で
交
付
さ
れ
ま
す
。

会
社
勤
め
を
さ
れ
た
方
の

退
職
後
の
医
療
制
度

　
　
（
退
職
者
医
療
制
度
）

　

長
い
期
間
会
社
な
ど
に
勤
め
、

退
職
し
て
国
保
に
加
入
し
た
人

で
、
年
金
（
厚
生
年
金
な
ど
）
を

受
給
し
て
い
る
64
歳
ま
で
の
人
と

そ
の
扶
養
家
族
は
「
退
職
者
医
療

制
度
」
で
医
療
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
、
退
職
被
保
険
者
用
の
保
険

証
に
な
り
ま
す
。

高
齢
者
の
方
の
受
給
者
証

　
　
　
（
高
齢
受
給
者
証
）

　

70
歳
か
ら
の
自
己
負
担
割
合
は

１
割
（
一
定
以
上
の
所
得
の
あ
る

人
は
３
割
）
と
な
り
、「
高
齢
受

給
者
証
」
が
加
入
し
て
い
る
医
療

保
険
か
ら
交
付
さ
れ
ま
す
。
国
保

に
加
入
し
て
い
る
人
は
本
宮
市
で

交
付
し
ま
す
の
で
、
受
診
の
際

は
、
必
ず
保
険
証
と
一
緒
に
医
療

機
関
の
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。

学
生
の
方
の
保
険
証

　
　
　
（
○学
保
険
証
）

　

就
学
の
た
め
に
本
宮
市
か
ら
転

出
し
た
学
生
の
方
に
対
し
、
学
生

用
の
保
険
証
を
申
請
に
よ
り
交
付

し
ま
す
。

家
族
と
長
期
に
離
れ
る
方

の
保
険
証

　
　
　
（
遠
隔
地
保
険
証
）

　

長
期
出
張
や
旅
行
、
長
期
入
院

な
ど
で
、
家
族
と
別
の
保
険
証
が

必
要
な
場
合
に
発
行
し
ま
す
。

75
歳
以
上
の
方
は
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
へ

　

75
歳
以
上
（
一
定
の
障
が
い
の

あ
る
人
は
65
歳
歳
以
上
）
の
人

は
、
以
前
は
老
人
医
療
制
度
で
医

療
を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、
４
月

か
ら
は
「
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
」
で
医
療
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
後
期
高
齢
者
医

療
は
、
都
道
府
県
の
区
域
ご
と
に

全
て
の
市
区
町
村
が
加
入
す
る

「
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」

が
運
営
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
保
険
料
の
徴
収
や
窓

口
業
務
な
ど
は
市
町
村
が
行
い
ま

す
。

こ
ん
な
と
き
に
は
14
日
以

内
に
届
出
を

　

退
職
や
就
職
、
ま
た
は
被
扶
養

者
に
異
動
が
あ
っ
て
、
国
保
の
加

入
、
脱
退
な
ど
の
手
続
き
が
必
要

な
場
合
は
、
14
日
以
内
に
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

国
保
税
は
納
期
限
内
に
納

め
ま
し
ょ
う

　

国
保
の
加
入
者
は
窓
口
で
医
療

費
の
一
部
を
負
担
す
る
だ
け
で
、

残
り
は
国
保
が
負
担
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
医
療
費
等
は
国
保
税
が

主
な
財
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
保
は
被
保
険
者
が
助
け
合
う

制
度
で
す
の
で
、
国
保
税
は
必
ず

納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課　

国
保
年
金
係

　
　
（
☎
内
線
１
２
５
～
１
２
７
）
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６月は「児童手当の現況届」の提出月間です
　児童手当等は、12歳到達後最初の３月31日までの間
にある児童を養育している方に支給されます。ただし、
前年（１月から５月までの月分の手当については、前々
年）の所得が所得制限限度額以上の場合は、児童手当等
は、支給されません。
　若い子育て世帯等の経済的負担の軽減を図るため、平
成19年４月から３歳未満の乳幼児の養育者に対する児
童手当の額が、第１子及び第２子について倍増し、一律
１万円になりました。

■支給額（月額）
　３歳未満の児童　一律……………  10,000円
　３歳以上の児童　第１子…………… 5,000円
　　　　　　　　　第２子…………… 5,000円
　　　　　　　　　第３子以降…… 10,000円

■支払時期
　児童手当等は、原則として、毎年２月、６月、10月に、
それぞれの前月分まで支給されます。

■所得制限限度額
　所得には一定の控除があります。また、所得制限限度
額は年によって変更されることがありますので、詳しく
は市役所の窓口へお問い合わせください。

平成20年度自衛官等募集案内

■問い合わせ先　自衛隊福島募集案内所　福島市八木田字榎内25－１　☎024－545－7995
　　　　　　　　市民課　市民窓口係　　　　　　　　　　　　　　　☎内線123・124

募 集 種 目 募集人員 資　　　格 受 付 期 間 試 験 期 日

防衛大学校
学 生

推　薦 約100名 高卒（見込含む）21歳未満 ９月５日～９日 ９月27・28日

一　般 約350名 高卒（見込含む）21歳未満自衛官
は23歳未満 ９月８日～30日

１次11月15・16日
２次12月16～20日

防衛医科大学校学生 約80名 高卒（見込含む）21歳未満 ９月８日～30日
１次11月１・２日
２次12月３～５日

航 空 学 生
海 約70名

高卒（見込含む）21歳未満 ８月１日～９月10日
１次９月23日

空 約70名
２次10月18～23日
３次11月15～12月12日

看 護 学 生 陸 約70名 高卒（見込含む）24歳未満 ９月８日～30日
１次10月25日
２次11月22・23日

一 般 曹
候 補 生

陸 約4,200名
18歳以上27歳未満 ８月１日～９月10日

１次９月20日
海 約1,200名

２次10月９～16日
空 約1,100名

２ 等
陸・海・空 士

男子陸 約4,450名
18歳以上27歳未満 年間を通じて

行っております。
受付時に

お知らせします。男子海 約1,630名
男子空 約1,460名
女子陸 約500名

18歳以上27歳未満 ８月１日～９月10日 ９月28・29日女子海 約80名
女子空 約160名

自衛隊生徒 詳細については福島募集案内所へ

　　児童手当を受給している方は、毎年６月に「児童
手当現況届」を提出しなければなりません。

　この届は、毎年６月１日における状況を記載し、児
童手当等を引き続き受ける要件があるかどうかを確
認するためのものです。

　　この届の提出がないと、６月分以降の手当が受け
られなくなりますので、ご注意ください。
　　現況届に該当される方へは、６月中に通知いたし
ます。

■現況届に必要な添付書類等
◦印鑑
◦受給者本人の健康保険被保険者証の写し
　（国民健康保険加入の方は必要ありません。）
◦受給者の前住所地の平成20年度児童手当用所得

証明書
　（平成20年１月１日に本宮市内に住所がなかった

場合のみ）
◦この他、必要に応じて提出する書類があります。
　（養育する児童と別居している場合など）

■問い合わせ先
　本宮市役所　子ども福祉課（☎内線107）
　白沢総合支所　市民福祉課（☎内線520）
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金
婚
夫
婦
の
皆
さ
ん
を

表
彰
し
ま
す

　

福
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と

福
島
民
報
社
で
は
、
結
婚
し
て
50

年
の
金
婚
式
を
迎
え
る
ご
夫
婦
に

対
し
て
「
金
婚
表
彰
」
を
行
い
ま

す
。

　

任
意
の
自
己
申
告
制
で
す
の

で
、「
該
当
基
準
」
を
満
た
し
、「
表

彰
を
希
望
」
さ
れ
る
方
は
、
市
役

所
高
齢
福
祉
課
ま
た
は
、
お
住
ま

い
の
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
該
当
さ
れ
る
方

　

昭
和
33
年
に
結
婚
さ
れ
た
ご
夫

婦
ま
た
は
、
そ
れ
以
前
に
結
婚
さ

れ
表
彰
を
受
け
て
い
な
い
ご
夫
婦

で
今
回
希
望
さ
れ
る
方

◆
申
込
期
限　

７
月
８
日
（
火
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
福
祉
課　

長
寿
福
祉
係

　
　
　
　
（
☎
内
線
１
１
９
）

　

麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種
に
つ

い
て
、
広
報
も
と
み
や
５
月
号
で

お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

予
診
票
に
不
備
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
下
記
に
よ
り

再
通
知
い
た
し
ま
す
の
で
、
対
象

者
の
方
お
よ
び
保
護
者
の
方
は
ご

確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
既
に
予
防
接
種
を
受
け

た
方
に
つ
い
て
は
変
更
の
影
響
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す

が
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

◆
対
象
者

①
中
学
１
年
生
（
平
成
７
年
４
月

２
日
～
平
成
８
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
方
）

②
高
校
３
年
生
に
相
当
す
る
年
齢

の
方
（
平
成
２
年
４
月
２
日
～

平
成
３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

方
）

◆
通
知
方
法

①
中
学
１
年
生

　

各
中
学
校
を
通
じ
て
５
月
中
に

個
別
通
知
し
て
お
り
ま
す
。

②
高
校
３
年
生
に
相
当
す
る
年
齢

の
方

　

郵
送
・
配
達
に
て
５
月
中
に
個

別
通
知
し
て
お
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
福
祉
課　

健
康
づ
く
り
係

　
　
　
　
　
（
☎
内
線
１
３
６
）

　

白
沢
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
☎
４
４―

４
１
８
８
）

　これまで、予防接種は、安達管内（本宮市・二本松市・大玉
村）の指定医療機関において実施しており、主治医等の理由で
安達管内以外の医療機関で予防接種を希望する場合は、事前の
申請が必要でした。また、その場合は、予防接種にかかる費用
を一時お支払いいただき、後日、市が費用を助成していました。
　４月１日からは、福島県内の指定医療機関（予防接種が実施
可能な医療機関）であれば、事前の申請および窓口での支払い
が不要となりましたので、お知らせします。
　ただし、一部の医療機関（福島県立医科大学付属病院など）
では、今までどおり申請が必要となりますので、予防接種を希
望する医療機関にご確認ください。

●指定医療機関

【問い合わせ先】
　保健福祉課　健康づくり係　（☎内線136）
　白沢総合支所　市民福祉課　白沢保健センター保健係
　　　　　　　　　　　　　　（☎44－4188）

平成20年度
予防接種実施医療機関について
～指定医療機関が拡大されました～

３月31日まで ４月１日から

安達管内（本宮
市・二本松市・
大玉村）の指定
医療機関

福島県内の指定医療機関
※ただし、一部の医療機関では申請

が必要ですので、各医療機関にご
確認ください。

中
学
１
年
生
と
高
校
３
年
生
に

　
　
　
　
　

相
当
す
る
年
齢
の
方
へ

　
　
　

～
麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種

　
　
　
　
　
　
　
　

予
診
票
の
変
更
の
お
知
ら
せ
～
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「広報もとみや」有料広告募集中
◆掲載規格（Ａ４版５段組）
　①１枠…各ページの下１段、②半枠…下１段の２分の１
◆広告掲載料（１回あたり）
　①１枠…20,000円、②半枠…10,000円
　※12カ月連続での掲載となった場合、12カ月目は無料で

掲載します。
◆問い合わせ先　秘書広報課　広報広聴係（内線220）

認
知
症
介
護
家
族
会

「
な
ご
み
会
」

　
「
な
ご
み
会
」
は
、
認
知
症
の

方
を
介
護
し
て
い
る
家
族
の
会
で

す
。

　

認
知
症
介
護
の
大
変
さ
は
直
面

し
て
は
じ
め
て
分
か
る
も
の
で
あ

り
、
介
護
す
る
家
族
に
は
、
戸
惑

い
や
混
乱
、
介
護
疲
れ
が
起
こ
り

ま
す
。

　
「
な
ご
み
会
」
で
は
、
認
知
症

介
護
に
つ
い
て
の
相
談
や
、
悩
み

を
話
し
合
い
交
流
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

次
の
と
お
り
、
月
１
回
の
定
例

会
を
開
い
て
い
ま
す
の
で
、
関
心

の
あ
る
方
は
、
事
前
に
連
絡
の

上
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
開
催
日

※
原
則
と
し
て
毎
月
第
２
月
曜
日

（
祝
日
の
場
合
は
次
の
日
）

　

６
月
９
日
（
月
）

　

７
月
14
日
（
月
）

　

８
月
11
日
（
月
）

　

９
月
８
日
（
月
）

　

10
月
14
日
（
火
）

　

11
月
10
日
（
月
）

　

12
月
８
日
（
月
）

　

平
成
21
年
１
月
13
日
（
火
）

　

２
月
９
日
（
月
）

　

３
月
９
日
（
月
）

◆
時　

間

　

午
後
１
時
30
分

　
　
　

～
午
後
４
時
30
分

◆
場　

所

　

中
央
公
民
館　

第
３
研
修
室

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
市
役
所
内
）

　
　
　
　
　
（
☎
内
線
１
１
６
）

取
り
付
け
ま
し
た
か
？

住
宅
用
火
災
警
報
器

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

火
災
の
早
期
発
見
、
被
害
の
拡

大
防
止
、
そ
し
て
、
命
を
守
る
た

め
に
、
早
め
の
設
置
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
消
防
署
で
は
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
販
売
や
設
置
業
務
な
ど

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
不
適
正

な
訪
問
販
売
や
勧
誘
に
は
、
十

分
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

南
消
防
署

　
　
　
　
　

☎
３
３―

２
８
７
５

　本宮市では、緑豊かなまちづくりを進めるために、
生けがきを設置される方に助成金を補助しています。
　この助成制度を活用して、生けがきを作ってみま
せんか。
◆助 成 額
　１メートルあたり2,500円以内（５万円限度）

◆助成条件
①公衆用道路に面した部分および道路から見通しの

きく部分が３メートル以上であること。
②１メートルあたり３本以上植栽されること。
③敷地境界線の一辺に連続して生けがきを設置する

ものであること。
④生けがき用樹木は、列状に並び、外部から眺望で

きる部分が50センチメートル以上あること。
⑤５年間以上生けがきとして活用すること。

～ブロック塀の取り壊しに助成します～
　生けがき設置の助成にあわせてブロック塀の取り
壊し助成が受けられます。
　生けがきをつくるために、ブロック塀を取り壊す
場合は、その工事費を助成します。
◆助 成 額
　１メートルあたり５千円以内（10万円限度）

【問い合わせ先】
　　建設課　都市計画係（☎内線147）

生けがきを作りませんか

助成（５万円以内） 自己負担
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６月１日（日） ㈱小山設備 33－3031
６月７日（土） ㈲須藤住機工業 48－2357
６月８日（日） ㈲浜野和水道 33－2788
６月14日（土） ㈲本宮設備 33－2592
６月15日（日） ㈲タカトク設備 33－2183
６月21日（土） オオナミ㈱ 33－1001・33－2412
６月22日（日） ㈲佐藤商会 33－5875
６月28日（土） ㈲光設工業所 48－2413・33－1895
６月29日（日） ㈱タカマツ 33－5242
７月５日（土） ㈱大敬工業所 48－3253・48－3665
７月６日（日） ㈱小山設備 33－3031
７月12日（土） ㈲須藤住機工業 48－2357
７月13日（日） ㈲浜野和水道 33－2788

※宅内の漏水で、早急に修理の必要がある場合のみの対
応となります。

　通常の修理には対応できませんので、ご了承ください。

漏水当番のお知らせ

市のすがた（平成20年５月１日現在）

納期のお知らせ

市県民税 １期分
水道使用料 ４～５月分
下水道使用料 ４～５月分
農業集落排水施設使用料 ４～５月分
下水道受益者負担金 １期分
住宅使用料 ６月分
住宅駐車場使用料 ６月分
保育所・幼稚園保育料 ６月分
放課後児童保育料 ６月分

納期限　６月30日（月）
※口座振替をご利用の方は、上記納期限の前日までに、

残高の確認をお願いします。
　　なお、毎週月曜日（祝日は除く）は、窓口業務を

午後７時まで延長していますので、税金などの納入
および納付相談にご利用ください。

　

４
月
末
か
ら
５
月
は
じ
め
に
か
け
て

は
、
山
菜
の
楽
し
め
る
季
節
で
、
み
な

さ
ん
の
中
に
も
こ
れ
を
採
る
こ
と
を
非

常
に
楽
し
み
に
し
て
い
る
人
も
多
い
と

思
う
。
私
も
山
菜
が
大
好
き
で
あ
る
。

特
に
コ
シ
ア
ブ
ラ
が
大
好
き
で
、
独
特

の
苦
味
が
あ
る
が
、
天
ぷ
ら
に
す
る
と

非
常
に
お
い
し
い
。

　

コ
シ
ア
ブ
ラ
の
木
材
は
、
一
刀
彫
り

の
材
料
に
な
る
。
昔
、
幹
か
ら
で
る
樹

脂
か
ら
金
に
輝
く
塗
料
を
生
成
す
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
か
ら
、
金
の
う
る
し

＝
金
漆
（
ご
ん
ぜ
つ
）
と
言
わ
れ
た
。

コ
シ
ア
ブ
ラ
の
和
名
は
「
漉
し
油
」
と

書
き
、
こ
の
塗
料
の
採
取
に
由
来
す
る

名
称
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。

　

今
年
は
そ
の
季
節
が
過
ぎ
た
が
、
ま

た
来
年
に
期
待
し
た
い
。	

○享

男　性 15,463人

女　性 16,167人

総人口 31,630人

世帯数 9,468世帯

4月の交通事故発生状況

件　数 死　者 傷　者

本　年 14（59） 0（ 0 ） 14（76）

前　年 12（61） 0（ 3 ） 12（69）

増　減 2（−2） 0（−3） 2（ 7 ）

本宮警察署より　（　）は１月からの累計

市営住宅の空家状況

◎
高
齢
福
祉
及
び
し
ら
さ
わ
夢
図

書
館
の
図
書
充
実
た
め

▽
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
㈱
福
島
工
場

　
（
工
場
長　

丸
田
公
成
さ
ん
）

　

高
齢
福
祉
の
た
め

　

◦
現
金 

12
万
２
、０
０
０
円

　

し
ら
さ
わ
夢
図
書
館
図
書
充
実

　

の
た
め

　

◦
現
金 

12
万
４
、２
７
８
円

善
意
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

※ただいま空家はありません。

◆問い合わせ先

　　　産業建設部建設課建築係（☎内線146）

◎
学
校
教
育
振
興
の
た
め

▽
本
宮
市
水
道
工
事
指
定
店
会

　
　
（
会
長　

小
山　

宏
さ
ん
）

　

◦
現
金 

３
万
円

◎
岩
根
地
区
文
化
振
興
の
た
め

▽
伊
藤
昭
三
さ
ん（
岩
根
字
本
郷
）

　

◦
木
口
木
版
画 

１
枚

◎
子
育
て
支
援
の
た
め

▽
本
宮
市
民
ゴ
ル
フ
大
会
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
代
金

　
（
大
会
長　

野
尻
英
明
さ
ん
）

　

◦
現
金
６
万
１
、４
５
０
円

▽
本
宮
市
民
ゴ
ル
フ
大
会
ホ
ー
ル

イ
ン
ワ
ン
記
念

　

㈲
オ
モ
カ
ワ
内
装

　
（
代
表
取
締
役　

重
川
和
也
さ
ん
）

　

◦
現
金　
　
　
　
　
　

２
万
円



�1

広報もとみや　平成20年6月

問い合わせ先　●生活福祉部　保健福祉課　健康づくり係　☎33－1111●白沢総合支所　白沢保健センター　保健係　☎44－4188

６月の健診日程

※健診対象者には、個人通知をお送りします。（すでに受診している方は対象外となります。）
※健康診査には「母子健康手帳・バスタオル」をお持ちください。健康相談には「母子健康手帳」をお持ちください。

保健衛生だより保健衛生だより

日曜・祝日当番医　診療時間 ９：00～17：00（昼休み12：00～14：00）　【※】は、９：00～12：00

（小児）は、小児科標榜医療機関

６月１日（日）

（医）土川産婦人科医院【小児】	 （二本松市松岡）	 22－0035

（医）辰星会枡記念病院	 （二本松市住吉）	 22－3100

国保白岩診療所	 （本宮市白岩字田中）	 44－2008

６月８日（日）

土川内科小児科【小児】	 （二本松市槻木）	 22－6688

野地眼科医院	 （二本松市若宮）	 23－0024

よしだ内科	 （本宮字一ツ屋）	 63－2333

６月15日（日）
（医）森小児科医院【小児】	 （二本松市郭内）	 22－3215

和田医院	 （二本松市小浜）	 55－2303

いしわたクリニック	 （本宮字荒井）	 63－2826

６月22日（日）
（医）佐藤内科胃腸科医院【小児】	 （二本松市油井）	 22－0174

（医）慈水会みずのクリニック	 （二本松市根崎）	 23－5158

（医）広仁会金子医院【小児】【※】	 （二本松市小浜）	 55－2343

吉田医院	 （本宮字馬場）	 34－2463

６月29日（日）
（医）かさい小児科クリニック【小児】	（二本松市油井）	 22－8800

ばばクリニック	 （二本松市油井）	 24－7122

（医）渡辺クリニック	 （本宮市高木）	 34－3311

７月６日（日）
（医）安斎内科胃腸科医院	 （二本松市若宮）	 22－3001

春山あだたら診療所	 （二本松市苗松）	 24－2024

（医）坂本クリニック【小児】	 （本宮字千代田）	 34－1188

７月13日（日）
（医）ダザイ胃腸科内科医院	 （二本松市表）	 22－9255

（医）成美会鈴木皮フ科クリニック	（二本松市本町）	 22－6877

小野崎医院【※】	 （二本松市針道）	 46－2001

（医）慈久会　谷病院【小児】	 （本宮字南町裡）	 33－2721

　休日の診療に際しては、終了時間間際でなく、余裕を持って受

診されますよう、お願いいたします。

　なお、緊急を要する場合はこの限りではありません。

種　　　類 対　　　象 月　　日 受付時間 場　　所

４か月児健康診査 平成20年２月１日～２月29日生まれ ６月26日（木） 13：00～13：30

本宮体育館
10か月児健康診査 平成19年８月１日～８月31日生まれ ６月５日（木） 13：00～13：30

１歳６か月児健康診査 平成18年11月15日～12月４日生まれ ６月19日（木） 13：00～13：30

３歳児健康診査 平成17年２月22日～３月25日生まれ ６月25日（水） 13：00～13：30

親と子の健康相談 妊婦・乳幼児～高校生の保護者 ６月はお休みです

ナツトク
で

　おトク
な夏を

　　すく
っちゃお

！ナツトクキャンペーン!! 平成20年６月２日～
　平成20年８月29日まで

期間中、対象商品をご契約された方に、ちょきんぎょグッズなどをプレゼント！期間中、対象商品をご契約された方に、ちょきんぎょグッズなどをプレゼント！

○定期貯金／•証書式定期20万円以上の新規・増額お預入の方。
　　　　　　•総合口座セット定期10万円以上の新規・増額
　　　　　　　お預入の方。（期間１年以上）
○定期積金／•満期受取額50万円以上の新規ご契約の方。 JAみちのく安達

くわしくはお近くのJA支店または
MA（マネーアドバイザー）まで…♪

対象商品・
個人限定
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▲まゆみ小全学年による
　「スーパーまゆみボール　救出大作戦」

▲糠沢小１・２年生による「ころころ　ごろごろ」

　

春
の
大
運
動
会

　

市
内
の
四
つ
の
小
学
校
で
、運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
26
日
に
は
、
本
宮
小
学
校
と
ま
ゆ
み
小
学
校
で
開
催

さ
れ
、
続
く
27
日
に
は
、
岩
根
小
学
校
、
糠
沢
小
学
校
、
和

田
小
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
風
は
あ
っ
た
も
の
の
、
天

気
に
も
恵
ま
れ
、
各
校
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
歓
声
と
大

声
援
の
中
、
子
ど
も
達
も
保
護
者
の
み
な
さ
ん
も
、
精
一
杯

最
後
ま
で
頑
張
り
ま
し
た
。

▲和田小５・６年生による「和田っ子　争奪戦」

▲岩根小３年生による「ヒッパレー2008！」

▼本宮小５年生による「150ｍ走」


